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検査新規受託開始および受託中止のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

このたび、新たな検査項目の受託開始について、下記のとおりご案内いた 

します。 

健康と医療の未来に貢献すべく、より良い検査サービスのご提供に努めて 

まいります。 

謹白 
 

 

記 

 

 

■受託開始日 ２０２５年8月29日（金）ご依頼分より 
 

 

■新規実施項目       

項目コード 
検 査 項 目 

JLAC10 
備 考 

4889 

組織因子経路インヒビター２ 

（ＴＦＰＩ２） 

5D115-0000-023-052 

検査要項詳細は裏面をご参照ください。 

 
■受託中止項目    

今回の新規項目受託開始に伴い、下記項目の受託を中止させていただきます。 
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検査項目一覧 
掲載頁 

項目コード 検 査 項 目 最終受託可能日 

未掲載 3278 
組織因子経路インヒビター２ 

（ＴＦＰＩ２） 
２０２５年８月２８日（木）ご依頼分まで 



 

●組織因子経路インヒビター２（ＴＦＰＩ２） 
卵巣腫瘍の良性/悪性の診断補助および卵巣明細胞癌の推定に有用な新規腫瘍マーカーです。 

 
組織因子経路インヒビター２（Ｔｉｓｓｕｅ Ｆａｃｔｏｒ Ｐａｔｈｗａｙ Ｉｎｈｉｂｉｔ
ｏｒ２：ＴＦＰＩ２）は、周産期の胎盤から強く分泌されるセリンプロテアーゼインヒビターで、
胎盤タンパク質５（Ｐｌａｃｅｎｔａｌ Ｐｒｏｔｅｉｎ ５：ＰＰ５）として知られています。
健常人や子宮内膜症を含む良性腫瘍ではほとんど上昇せず、ＣＡ１２５との相関が見受けられな
いことから、両マーカーは補完関係にあり、組み合わせによる測定で卵巣悪性腫瘍をより的確に
検出できることが報告されています。 
また、卵巣腫瘍の中でも他の組織型と比較して予後不良とされる卵巣明細胞癌において有意に高
値を示すことから、明細胞癌の推定に有用とされます。 
既存の卵巣腫瘍マーカーとの組み合わせ測定により卵巣腫瘍の良性/悪性の診断補助や卵巣明細
胞癌の推定にご活用ください。 
 

▼検査要項 

 新規項目（新法） 中止項目（現法） 

検査項目 
組織因子経路インヒビター２（ＴＦＰＩ

２） 
同左 

項目コード 4889 3278 

報告書名称 ＴＦＰＩ２ 同左 

検体量  血清  ０．３ｍＬ 同左 

容器 ① 真空採血管（分離剤入り） 同左 

保存（安定性） 凍結（２１日） 凍結（１４日） 

所要日数 ３～９日 ６～８日 

検査方法 ＣＬＥＩＡ ＦＥＩＡ 

基準値（単位） １９１未満（ｐｇ/ｍＬ） 同左 

報告範囲 
１０未満、１０～５０００、 

５０１０以上 

１０未満、１０～９９９０００、 

１００００００以上 

報告桁数 有効３桁、整数４桁、小数０桁 有効３桁、整数７桁、小数０桁 

検査実施料 
１９０点 ① （「Ｄ００９」腫瘍マーカ

ー「２７」） 
同左 

判断料 １４４点（生化学的検査（Ⅱ）判断料） 同左 

備 考 

採血後、2時間以内に血清分離してくだ

さい。 

凝固促進剤を含まない採血管は使用し

ないでください。凝固反応が充分でない

場合、高値を示すことがあります。 

卵巣明細胞癌の判別カットオフ値は 

２７０ｐｇ/ｍＬ未満です。 

妊婦では高値となるため、妊婦検体の測

定には適しません。 

卵巣明細胞癌の判別カットオフ値は 

２７０ ｐｇ/ｍＬ未満です。 

妊婦では、ＴＦＰＩ２が高値となるこ

とが確認されているため、妊婦検体の

測定には適しません。採血管内での凝

固反応が十分でない場合、ＴＦＰＩ２

が高値を示すことがあります。 

ご依頼方法 
総合検査依頼書Ⅰまたは総合検査依頼

書Ⅱの追加項目欄にてご依頼ください。 

同左 

参考文献 
明庭 昇平, 他,：東ソー研究・技術報

告 

65：89～93, 2021. 

大竹 則久, 他：東ソー研究・技術報

告 

62：23～28, 2018. 

 
① 「組織因子経路インヒビター２（ＴＦＰＩ２）」は、ＥＩＡ法により測定した場合に算定できる。 

② ▼相関図 
    

 
組織因子経路インヒビター２（TFPI2）
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